
 

 

｢南幌町地球温暖化対策実行計画｣進捗状況報告書 

H30（2018）年度実績報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元（2019）年 11 月 

南幌町地球温暖化対策推進委員会 



1 

Ｈ30（2018）年度｢南幌町地球温暖化対策実行計画｣に向けた取組み状況（実績報告）について 

                                                            令和元年(2019 年)・11 月 

 

 地球温暖化防止に関する国際的な取り組みとして、気候変動に関する国際連合枠組条約が

あり、H9（1997）年 12 月に地球温暖化防止京都会議（COP3）が開催され、京都議定書が採

択されました。この中で我が国においては、温室効果ガスの総排出量を H20（2008）年から

H24（2012）年までの間に、H2（1990）年比で 6%削減するとの目標が定められました。 

 このことから、町では、事務事業に伴い自ら排出する温室効果ガスの削減を図ることを目

的とし H19（2007）年 1 月に｢南幌町地球温暖化防止実行計画｣を策定し、二酸化炭素（CO2）

の総排出量を H17（2005）年基準年度と比較し、H22（2010）年までに 6%の削減率を目標値

として実施した結果、H20（2008）年には、基準年度比 7.4％削減することができました。 

実行計画では計画策定から 4 年後に見直しを行うこととしていたことから、第 2 次となる

実行計画を H23（2011）年から H27（2015）年までの 5 ヵ年の計画として策定、数値目標を

11％とし、継続して地球温暖化対策の取り組みを行ってまいりましたが、対象施設の廃止等

により、H26（2014）年には 10.9％の削減となりました。 

 第 2 次実行計画の計画期間終了に伴い、H28（2016）年から H32（2020）年までの 5 カ年

を計画期間とする「第 3 次南幌町地球温暖化対策実行計画」を策定、継続して強化した地球

温暖化防止の取り組みを行うこととし、対象施設の新設及び廃止等による増減を含めた上で

11％の削減となるよう、数値目標を 17％に設定しています。 

 

１ Ｈ30（2018）年度の実行計画における対象範囲（施設・公用車等）について 

  対象範囲は、本町が行う全ての事務事業とし、出先機関等を含めた全ての組織及び施設、

公用車も対象とします。 

  また、第 3 次実行計画より、指定管理者制度等により外部委託を実施している事務事業

も対象とします。ただし、行政区・町内会で維持管理している指定管理施設並びに単独取

り組みとする町立南幌病院及び南幌温泉は対象外としています。 

 

【対象施設一覧】 

分   類 施   設   名 

総務課 役場庁舎、夕張太ふれあい館 

保健福祉課 南幌町保健福祉総合センター 

都市整備課 南幌町総合保安センター、柳陽団地集会場、中央公園管理棟、リバ

ーサイド遊友館、ふきの塔 

産業振興課 南幌町ふるさと物産館（ビューロー）、南幌町農業農村整備事業推

進本部 

生涯学習課 南幌小学校(旧みどり野小学校)、南幌中学校、南幌町生涯学習セン

ター、三重レークハウス 

学校給食センター 学校給食センター 

スポーツセンター スポーツセンター（町民プール含む）、農村環境改善センター 

消防支署 消防支署 

公用車 公用車（建設機械も含む）、※除雪機、草刈機は除く 

※ 対象施設：18 施設  

※ 対象公用車：44 台（ガソリン：27 軽油：16 灯油：1） 
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２ 温室効果ガス二酸化炭素（CO2）総排出量の算定について 

  第 3 次実行計画より、対象施設の新設及び廃止等による増減を含めた総排出量の算定を

行いました。 

  排出量の算定については、「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」第 3 条第 1 項の

規定で定められている排出係数を用いて計算しています。（電気事業を除く） 

  電気事業に係る排出量の算定については、毎年度環境省が発表する「電気事業者別排出

係数」の王子・伊藤忠エネクス電力販売㈱の当該年度排出係数を用いることとします。 

 （参考：H29 年 王子・伊藤忠エネクス電力販売㈱ 電気排出係数 0.563） 
 

【二酸化炭素（CO2）排出係数】 

ガソリン 軽 油 灯油 A 重油 LP ガス 電 気 

2.32kg-CO2/㍑ 2.58kg-CO2/㍑ 2.49kg-CO2/㍑ 2.71kg-CO2/㍑ 3.00kg-CO2/kg 0.599kg-CO2/kwh 

 

【温室効果ガスの削減数値目標】 

区   分 基準年度総排出量 

H17（2005）年 

削減率目標 目標年度総排出量 

H32（2020）年 

二酸化炭素(CO2) 2,389,683 kg-CO2 17％ 1,983,434 kg-CO2 

H27.3 実行計画改定前 1,965,688 kg-CO2  1,749,460 kg-CO2 

H24.4 実行計画改定前 2,263,146 kg-CO2  2,014,200 kg-CO2 

 

３ Ｈ30（2018）年度南幌町の温室効果ガス二酸化炭素（CO2）の総排出量について 
 

  H30（2018）年度の町の事務事業に伴い排出された温室効果ガス（二酸化炭素(CO2)）の 

総排出量実績は、2,231.6t-CO2となり、基準年（H17）の総排出量と比較して、157.9 t-CO2

減の 6.7%の削減となりました。 

H29（2017）年度比では、総排出量 22.5 t-CO2増、1.0％の増となりました。 
 

 基準年度 H17(2005)年 実績年度 H30(2018)年 比  較 削 減 率 

CO2 総排出量 2,389,683 kg-CO2 2,231,685 kg-CO2 △157,998 kg-CO2 △6.7% 

 

【基準年 H17（2005）年と実績年Ｈ30（2018）年の比較】 

項 目 

基準年【H17】 実 績【H30】 増   減 

使用量 
CO2 排出量 

Kg-CO2 
使用量 

CO2 排出量 

Kg-CO2 
使用量 

CO2 排出量 

Kg-CO2 

削減率% 

H17 比較 

ガソリン 20,907 ㍑ 48,504 16,659 ㍑ 38,650  △4,248 ㍑ △9,854 △20.4 

軽 油 60,305 ㍑ 155,587 65,420 ㍑ 168,784  +5,115 ㍑ +13,197 +8.4 

灯 油 71,607 ㍑ 178,301 71,017 ㍑ 176,834  △590 ㍑ △1,467 △0.9 

Ａ重油 463,800 ㍑ 1,256,898 418,196 ㍑ 1,133,311  △45,604 ㍑ △123,587 △9.9 

ＬＰガス 4,968 ㎏ 14,904 5,760 kg 17,280   +792 ㎏ +2,376 +15.9 

電 気 1,465,119 kwh 735,489 1,163,320 kwh 696,826 △301,799 kwh △38,663 △5.3 

合 計  2,389,683   2,231,685  △157,998 △6.7 
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４ 南幌町の事務事業により排出された施設等別排出量について 

  

  H30（2018）年度における町の事務事業により排出された施設等別温室効果ガス（CO2）

排出量は次ページの施設・公用車別の排出量内訳のとおりです。排出割合の大きい施設は、

スポーツセンター（町民プール含む）、南幌町保健福祉総合センター、南幌小学校（旧みど

り野小学校）、学校給食センター、南幌中学校の順となりました。 

 スポーツセンター（町民プール含む）の温室効果ガス（CO2）排出量 388.7 t-CO2、総排

出量の 17.3％を占め、基準年（H17）比 152.3 t-CO2 増、64.4％の増となりました。 

 H30（2018）年度、削減量が一番大きい、保健福祉総合センターの温室効果ガス（CO2）

排出量は、289.1 t-CO2、総排出量の 13.0％、基準年（H17）比 76.2 t-CO2、20.9％の削

減となっています。 

 公用車使用で発生する温室効果ガス（CO2）排出量は全体で 207.4t-CO2、基準年（H17）

比 3.3 t-CO2、1.6％増となりました。 

 普通公用車での温室効果ガス（CO2）排出量は 47.7 t-CO2、基準年（H17）比 29.6％の

削減となりました。また、降雪量はここ５年間の中で一番多く、除雪に係る排出量が増加

したため建設機械の道路維持関連車輌での温室効果ガス（CO2）排出量についても 109.6 

t-CO2、基準年（H17）比 20.7 t-CO2、23.2％の増加となりました。 

 

 

【施設・公用車別の排出量】 

 基準年【H17】 実 績【H30】 増 減 量 増減率 

施 設合計 2,185,592 kg-CO2 2,024,251 kg-CO2 △161,341 kg-CO2 △7.4％  

公用車合計 204,091 kg-CO2 207,434 kg-CO2 +3,343 kg-CO2 +1.6％  

総 計 2,389,683 kg-CO2 2,231,685 kg-CO2 △157,998 kg-CO2 △6.7％  
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【施設・公用車別の排出量内訳】                   （単位：K g- CO 2） 

施   設 基準年Ｈ17 実 績Ｈ30 増減量 増減率 構成比（H30） 

役場庁舎 170,297 179,775 +9,478 +5.5% 8.1% 

夕張太ふれあい館 26,445 24,878 △1,567 △6.0% 1.1% 

保健福祉総合センター 366,088 289,820 △76,268 △20.9% 13.0% 

ふるさと物産館 74,439 76,889 +2,450 +3.2% 3.4% 

総合保安センター 9,389 8,852 △537 △5.8% 0.4% 

柳陽団地集会場 4,264 5,395 +1,131 +26.5% 0.2% 

中央公園管理棟 7,518 2,599 △4,919 △65.5% 0.1% 

ふきの塔 1,533 2,951 +1,418 +92.4% 0.1% 

リバーサイド遊友館 16,482 8,034 △8,448 △51.3% 0.4% 

農業農村整備事業推進本部 21,257 21,674 +417 +1.9% 1.0% 

南幌小学校（旧み小） 252,482 257,208 +4,726 +1.8% 11.5% 

南幌小学校（廃止） 186,290  △186,290   

夕張太小学校（廃止） 120,955  △120,955   

南幌中学校 253,414 207,314 △46,100 △18.2% 9.3% 

南幌町生涯学習センター 0 129,117 +129,117  5.8% 

三重レークハウス 3,888 4,555 +667 +17.1% 0.2% 

スクールバス(灯油) 7,395 1,382 △6,013 △81.4% 0.1% 

学校給食センター 183,286 249,669 +66,383 +36.2% 11.2% 

スポーツセンター（町民プール含む） 236,337 388,667 +152,330 +64.4% 17.4% 

町営プール（廃止） 8,131  △8,131     

公民館（廃止） 36,627  △36,627     

農村環境改善センター 147,634 115,812 △31,822 △21.6% 5.2% 

消防支署 51,441 49,660 △1,781 △3.5% 2.2% 

普通公用車 67,830 47,783 △20,047 △29.6% 2.1% 

建設機械(公用車) 88,933 110,706 +21,773 +24.4% 5.0% 

スクールバス(公用車) 47,328 48,945 +1,617 +3.4% 2.2% 

総排出量 2,389,683 2,231,685 △157,998 △6.7% 100% 

※ 22 施設（うち 4 施設廃止、H30 対象 18 施設） 

※ 44 台公用車(普通公用車 32 台・建設機械等 9 台・スクールバス 3 台) スクールバス 3 台の内 1 台灯油使用 

 ※ 合計の数値は、四捨五入のため各施設の和と一致しない場合があります。 
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５ 各項目別の排出量について 

  各項目別での町の事務事業により排出された温室効果ガス（CO2）排出量の割合はＡ重油使用に

よる温室効果ガス（CO2）排出量は 1133.3 t-CO2 で総排出量の 50.8％を占め、電気使用による排

出量は 696.8 t-CO2、総排出量の 31.2％、灯油使用による排出量が 176.8 t-CO2、総排出量の 7.9％、

軽油使用排出量 168.7 t-CO2、7.6％となり、ガソリン使用排出量 38.6t-CO2、1.7％、ＬＰガス使

用排出量 17.2 t-CO2、0.8％の順になっています。 

(Ａ重油→電気→灯油→軽油→ガソリン→ＬＰガス) 

 

１）Ａ重油使用による排出 

  Ａ重油は主に、施設の暖房等に使用しており、冬期間の気象状況（気温）に大きく左右されます。

Ａ重油の使用による温室効果ガス（CO2）排出量の合計は 1133.3 t-CO2 で基準年(H17)比 123.5 

t-CO2、9.9％減少しています。 

 対象施設（旧南小、旧夕小）の廃止により減少量が大きくなっていますが、H30 年度においては、

基準年度（H17）や H29 年度と比較しても排出量の削減ができているという結果になりました。削

減率が大きかった保健福祉総合センターでは、基準年（H17）比 43.3t-CO2、18.2％の削減となり

ました。暖房の温度管理や必要箇所のみで暖房を使用するなどの対策により削減に繋がったと考え

られます。 

 また、増加率が大きかったのは、スポーツセンター(町民プール含む)で、基準年（H17）比 92.1t-CO2、

60.7％の増加となりました。こちらにつきましては、H29 年度と比較すると削減はできてはいます

が、冬期間の暖房や夏期間の町民プールの温水などでほぼ年中使用していることが増加の要因とな

っています。 

【Ａ重油使用による施設の排出量内訳】               （単位：Kg-CO2） 

施   設 基準年Ｈ17 実 績Ｈ30 増減量 増減率 実 績Ｈ29 増減率 

役場庁舎 65,040 70,991  +5,951 +9.1% 70,460 +8.3% 

保健福祉総合センター 238,480 195,120  △ 43,360 △18.2% 227,640 △4.6% 

ふるさと物産館 32,520 37,940  +5,420 +16.6% 35,230 +8.3% 

旧南幌小学校（廃止） 113,820 0  △113,820 △100.0%   

南幌小学校（旧み小） 184,280 184,280  +0 +0.0% 162,600 △11.8% 

旧夕張太小学校（廃止） 65,040 0  △ 65,040 △100.0%   

南幌中学校 135,500 113,820  △ 21,680 △16.0% 130,080 △4.0% 

学校給食センター 126,828 173,440  +46,612 +36.7% 170,730 +34.6% 

農村環境改善センター 113,820 86,720  △ 27,100 △23.9% 70,460 △38.1% 

スポーツセンター（町民プール含む） 151,760 243,900  +92,140 +60.7% 249,320 +64.2% 

消防支署 29,810 27,100  △ 2,710 △9.1% 36,585 +22.7% 

排出量合計 1,256,898 1,133,311  △123,587 △9.9% 1,153,105 △8.3% 

※ 合計の数値は、四捨五入のため各施設の和と一致しない場合があります。 
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２）灯油使用による排出 

  灯油使用による温室効果ガス（CO2）排出量の合計は 176.8 t-CO2 で基準年(H17)比 1.4 t-CO2、

0.9％減少となりました。灯油を主暖房としている施設は、生涯学習センター、夕張太ふれあい館・

総合保安センター・柳陽団地集会場・スクールバスとなっています。第 3 次実行計画を策定した H28

年度以降では初めて基準年度(H17)より排出量の削減ができ、H29 年度と比較すると増加している

施設もありますが、削減率が上がっている施設もありました。減少量が大きかった南幌中学校では、

基準年（H17）比 7.9 t-CO2、12.0％の減少でした。H28 年度、H29 年度は基準年度(H17)より増加

していましたが、暖房の設定温度の管理や使用時間の管理などを行ったが削減に繋がったと考えら

れます。 

暖房により排出されるＡ重油・灯油使用での温室効果ガス（CO2）を合算し基準年（H17）と比

較すると 125.0 t-CO2、8.7％の削減となります。 

【灯油使用による施設及び公用車の排出量内訳】           （単位：K g- CO 2） 

施   設 基準年Ｈ17 実 績Ｈ30 増減量 増減率 実 績Ｈ29 増減率 

役場庁舎 2,764 2,149 △615 △22.3% 2,094 △24.3% 

夕張太ふれあい館 18,150 17,286 △864 △4.8% 16,812 △7.4% 

保健福祉総合センター 0 0 0 0% 0 0% 

総合保安センター 6,623 7,124 +501 +7.5% 6,917 +4.4% 

柳陽団地集会場 1,586 1,245 △341 △21.6% 1,394 △12.2% 

中央公園管理棟 1,780 498 △1,282 △72.1% 0 0% 

リバーサイド遊友館 1,843 498 △1,345 △73.0% 1,444 △21.7% 

農業農村整備事業推進本部 9,059 4,293 △4,766 △52.7% 4,539 △49.9% 

旧南幌小学校（廃止） 37,410 0 △37,410 △100% 0 △100% 

南幌小学校（旧み小） 570 0 △570 △100% 139 △75.7% 

旧夕張太小学校（廃止） 19,282 0 △19,282 △100% 0 △100% 

南幌中学校 66,040 58,132 △7,908 △12.0% 68,054 +3.0% 

生涯学習センター 0 80,054 +80,054 +100% 83,891 +100% 

スクールバス 7,395 1,382 △6,013 △81.4% 2,465 △66.7% 

スポーツセンター 3,262 3,511 +249 +7.6% 3,337 +2.2% 

町営プール（廃止） 946 0 0 △100% 0 △100% 

公民館（廃止） 92 0 0 △100% 0 △100% 

三重レークハウス 1,163 473 △690 △59.4% 0 △100% 

消防支署 336 189 △147 △43.8% 0 △100% 

排出量合計 178,301 176,834 △1,467 △0.9% 191,086 +7.1% 

 ※ 合計の数値は、四捨五入のため各施設の和と一致しない場合があります。 
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３）ＬＰガス使用による排出 

ＬＰガス使用による温室効果ガス（CO2）排出量の合計は17.2t-CO2で基準年（H17）比2.3 t-CO2、

15.9％増加しました。 

  大きな増加が見られる農業農村整備事業推進本部は H25年 8月に灯油式暖房機からＬＰガス式冷

暖房機に変更し、農業農村整備事業推進本部だけで 6.7 t-CO2、2,023.6％の増加となります。基準

年(H17)と比較し排出量が増加している施設もありますが、各施設の排出量は減少傾向にあり、農業

農村整備事業推進本部以外の施設の排出量の合計を基準年（H17）と比較すると 31.1％の削減とな

りました。 
 

【ＬＰガス使用による施設の排出量内訳】              （単位：Kg-CO2） 

施   設 基準年Ｈ17 実 績Ｈ30 増減量 増減率 実 績Ｈ29 増減率 

役場庁舎 1,176 402 △774 △65.9% 537 △54.5% 

総合保安センター 12 30 +18 +150.0% 31 +158.3% 

ふるさと物産館 4,086 3,948 △138 △3.4% 4,296 +5.1% 

農業農村整備事業推進本部 330 7,008 +6,678 +2,023.6% 7,308 +2,114.5% 

旧南幌小学校（廃止） 60 0 △60 △100% 0 △100% 

南幌小学校（旧み小） 108 26 △82 △76.0% 24 △77.8% 

旧夕張太小学校（廃止） 420 0 △420 △100% 0 △100% 

南幌中学校 144 20 △124 △86.2% 0 △100% 

学校給食センター 6,168 4,848 △1,320 △21.5% 4,782 △22.5% 

公民館（廃止） 744 0 △744 △100% 0 △100% 

農村環境改善センター 96 0 △96 △100% 0 △100% 

三重レークハウス 96 162 +66 +68.7% 146 +52.0% 

消防支署 1,464 836 △628 △42.9% 918 △37.3% 

排出量合計 14,904 17,280 +2,376 +15.9% 18,042 +21.0% 

※ 合計の数値は、四捨五入のため各施設の和と一致しない場合があります。 
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４）電気使用による排出 

電気使用による温室効果ガス（CO2）排出量の合計は 696.8 t-CO2 で基準年（H17）比 38.6 t-CO2、

5.3％削減しました。基準年（H17）は北海道電力㈱の係数（0.502 kg-CO2/kwh）を使用し、H30 年

度は王子・伊藤忠エネクス電力販売㈱の当該年度係数(0.599 kg-CO2/kwh)を使用し算出しています。 

  削減率が大きかった保健福祉総合センターで、基準年（H17）比 32.9t-CO2、25.8％の減となり、

削減の主な要因は必要最低限の電気の使用と H30 年 2 月より保健福祉総合センター駐車場内の街灯

を LED 灯に変更したものと考えます。その次に減少量が大きかった南幌中学校で基準年（H17）比

16.3 t-CO2、31.7％の減でした。 

【電気使用による施設の排出量内訳】                （単位：Kg-CO2） 

施   設 基準年Ｈ17 実 績Ｈ30 増減量 増減率 実 績Ｈ29 増減率 

役場庁舎 101,317 106,233 +4,916 +4.8% 103,069 +1.7% 

夕張太ふれあい館 8,295 7,592 △703 △8.5% 7,584 △8.6% 

保健福祉総合センター 127,608 94,700 △32,908 △25.8% 101,468 △20.5% 

総合保安 2,754 1,698 △1,056 △38.4% 1,881 △31.7% 

柳陽団地集会場 2,678 4,150 +1,472 +54.9% 3,880 +44.8% 

中央公園管理棟 5,738 2,101 △3,637 △63.4% 2,320 △59.6% 

ふきの塔 1,533 2,951 +1,418 +92.4% 2,086 +36.0% 

リバーサイド遊友館 14,639 7,536 △7,103 △48.6% 13,582 △7.3% 

ふるさと物産館 37,833 35,001 △2,832 △7.5% 35,059 △7.4% 

農業農村整備事業推進本部 11,868 10,373 △1,495 △12.6% 9,223 △22.3% 

旧南幌小学校（廃止） 35,000 0 △35,000 △100% 0 △100% 

南幌小学校（旧み小） 67,524 72,902 +5,378 +7.9% 68,367 +1.2% 

旧夕張太小学校（廃止） 36,213 0 △36,213 △100% 0 △100% 

南幌中学校 51,730 35,342 △16,388 △31.7% 36,968 △28.6% 

生涯学習センター 0 49,063 +49,063 +100% 45,430 +100% 

学校給食センター 50,290 71,381 +21,091 +41.9% 67,237 △33.6% 

公民館（廃止） 35,791 0 △35,791 △100% 0 △100% 

農村環境改善センター 33,718 29,092 △4,626 △13.8% 22,298 △33.9% 

スポーツセンター（町民プール含む） 81,315 141,256 +59,941 +73.7% 133,735 +64.4% 

町営プール（廃止） 7,185 0 △7,185 △100% 0 △100% 

三重レークハウス 2,629 3,920 +1,291 +49.1% 3,659 +39.1% 

消防支署 19,831 21,535 +1,704 +8.5% 20,387 +2.8% 

排出量合計 735,489 696,826 △38,663 △5.3% 678,233 △7.8% 

※ 合計の数値は、四捨五入のため各施設の和と一致しない場合があります。 
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